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（論文内容の要旨）

本論文では，タッチスクリーン機器に最適な入力シテムついて，以下の問への解

答を通 じて多面的に模索する．我々が使用 しい入力システムは最適なものだろうか．

それら入力システムはタッチクリーン機器に適したなものだろうか．それらは 「健

康的」だろうか．加えて，我々は文字 レベルの自然言語処理アプリケー一ションにつ

いても検討した．ケーススタディの言語にはウル ドゥー語を用いた．

QWERTYキ ー ボ ドはタイ プラター一に由来 し，コンピュおける最も一般的な入力

装置として現在も残っいる．また，マルチタップT9キ ーパ ッドも入力装置 としてよ

く使われている．だがこの流れは近年タッチスクリーンガジェットブームによって

変わってきいる．そこで求められているのは，より使いやす く，よりユーザフレン

ドリで，より高速に入力きるよう設計された新たな入力システムである．一般 的な

QWERTYキ ーボー ドを タッチスクリー一ン上に移植したキーパッドはこれらの性質

を欠いてお り，とわけけスマー トフォンやPDAと いったタッチス クリー ンの小 さな

機器では問題が大きい．

日常的かつ長時間にわたるコンピュータの使用によって引き起こされる障害は多

く，反復運動過多損傷，手根管症候群，蓄積外傷障害などはその一例である．小さ

なスクリーンに大量のボタンやアイコンなどが散乱 していると，目にとって負担が

大きい．これに対して，我々が開発 した 「健康的」なタッチスクリーンキーパッド

は，高速 ・正確 ・容易な入力を実現する．タッチスクリーン機器は，大きさ，形状，

プラットフォームが様々である．そこで，個々のタッチスクリーン機器に固有のこれ

らのパラメータと，ウル ドウー語固有のパラメータを考慮して，三種類のスクリー

ンサイズそれぞれの新 しいキーパッドを提案 した．これらのキーパッドは，高速 ・

正確 ・容易で，効率のより入力ができるよう最適化され，よりよい可視性，使い易

さ，拡張性，美しさ，ユーザフレンドリさを提供するように設計 した．

ウル ドゥー語は正書法が複雑であり，アルファベットが比較的大きいため，タッ

チスクリーン機器向けの最適なキーパッドの設計と開発には手間がかかる．提案す

るキーパッドはウル ドウー語に最適化されているが，アラビア語，ペルシャ語，パ

ンジャビ語など，アラビア文字を用いる他の言語にも適用できる．また，文字関連

の修正により，アラビア文字を用いない言語にも適用できる．

提案するキーパッドの評価を2つ の方法で行った．自動評価 では，市販されてい

る小さなスクリーン機器向けの一般的なキーパッドに対 し52．62％ の向上を示 した．

中サイズのス クリーン向けキーパッドでは57．06％ の向上を示 した．また，実世界

での性能評価のためユーザ評価も実施した．



氏 名 AsadHabib

（論文審査結果の要旨）

平成24年8月2日 に開催 した公聴会の結果 を参考に平成24年8月23日 に本博士

論文 の審査を行 った．以下のとお り，本博士論文は，提案者が独立 した研究者とし

て，研究活動を続けてい くための十分な素養を備えていることを示すものと認める．

AsadHabibは ，本博士論文 において，英語等に比べて大きなアルファベットを

もつ言語を対象に，サイズの異なるタッチスクリーンに適 した入力方法を提案した．

設計には，入力の高速さ，正確さ，容易さを考慮しており，その実証 として，特に

今後のタッチスクリーンとして重要度を増すと考えられる小型および中型のパネル

用の入力方法について，自動評価と実利用による評価を行った．

本論文の特徴と貢献は，次のようにまとめることができる．

1．これまで確立 したスタンダー ドが存在 しなかったウル ドウー語に対して，小型，

中型，大型とそれぞれサイズの異なるタッチスクリーンに適 した入力手法を提

案 したこと．それに加えて，ウル ドゥー語に限らず アルファベットを （一部 ）

共有する他言語 （アラビア語，ペルシャ語）の入力としても利用可能な汎用性

を考慮した入力手法であること．

2．提案手法の評価を2つ の視点で実施 した．一一つは，大規模なテキス トデータに

対 して，タッチ数 という観点からの自動評価を行い．提案する入力法が，従来

法に比べて4割 以上のタッチ数削減を可能にすることを確認 した．また，被験

者による利用実験を行い．提案法のタッチスクリーンに慣れることにより，従

来法よりも高速な文入力が可能であることを客観的に評価した．

3．上記提案 とは独立 した内容 であるが，通常のQWERTYキ ーバー ドを利用 して

ウル ドゥー語を入力するための方法として，発音に準拠した曖昧性のないロー

マ字的な入力法を提案 した．また，Windows上 で提供されているウル ドゥー

語のソフ トキーボー ド入力と，提案法をタッチスクリーン上のQWERTYキ ー

ボー ド入力による入力効率比較のためのユーザ評価を行い，入力方法に慣れる

ことによる高速化が容易に達成可能であることを示した．

ウル ドゥー語をはじめとするアラビア文字を利用 した言語に対し，様々なサイズ

のタッチスクリーンに応じた入力法を提案 した本研究は，従来手法に比べて独創的

であり， しかも実用的に高い貢献があると評価する．

よって，本論文は，博士 （工学）の学位論文として価値あるものと認める．


